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１ バス待ち環境の改善

(１)パーク＆バスライド・サイクル＆バスライドの設置

各自治体と協力して整備

営業所などから設置要望もあるが、用地確保
などの問題から整備は行っていない

放置自転車の解消、（駅前などの)渋滞の解消、
CO2削減

交通事業者単体での整備は困難

■現況

■効果

■課題

道路空間の整理など一定の効果があるものの、整備
を推進するためには、自治体が主体となることが不可欠
道路空間の整理など一定の効果があるものの、整備
を推進するためには、自治体が主体となることが不可欠

＊用地の確保が困難であったため、用水路上に整
備（他の箇所では高架下に設置した事例もあり）

サイクル&バスライド（「浜見平団地」停留所）サイクル&バスライド（「浜見平団地」停留所）
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１ バス待ち環境の改善

(１)パーク＆バスライド・サイクル＆バスライドの設置

停留所名 駐輪可能台数 系統数
1 松蓮寺停留所 約１００台 ３６本
2 上荻野車庫前停留所 約１５台 １２本
3 田村車庫停留所 約５０台 ８本
4 野津田車庫停留所 約２０台 １４本
5 峡の原車庫停留所 約３０台 ４本

設置箇所 駐車可能台数
1 田村車庫 ５８台

■弊社設置箇所（車庫用地を活用）
●サイクル&バスライド設置箇所

●パーク&バスライド設置箇所

放置自転車の様子

整備後

■自治体設置箇所（弊社が看板を設置）

停留所名 駐輪可能台数 系統数
6 古川停留所 ３５台 １１本
7 松風台停留所 １８台 ５本
8 堤坂下停留所 １５台 １０本
9 鶴嶺小学校前停留所 １５台 １３本

10 湘南みずき停留所 ２４台 ５本
11 浜見平団地停留所 ７０台 ６本
12 小中島停留所 １８台 ２本
13 新田入口停留所 ５台 ２本
14 宮原南停留所 １０台 ２本
15 矢尻停留所 ２１台 ７本
16 キリンビバレッジ前停留所 １０台 １本

●サイクル&バスライド設置箇所

・他の自治体でも独自に整備している
・自然発生的にサイクル&バスライドとなる箇所もある
→放置自転車となる可能性

サイクル&バスライド（「松蓮寺」停留所）サイクル&バスライド（「松蓮寺」停留所）
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１ バス待ち環境の改善

・放置自転車が解消され、歩道や車道などの空間が整理される。
・用水路上や、高架下など空閑地にも整備が可能

(１)パーク＆バスライド・サイクル＆バスライドの設置（参考）
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１ バス待ち環境の改善

(２)上屋・ベンチの設置

利用者の多い停留所に自治会、企業などからの
要望に基づき、自治体と協議のうえ協働して設置

利用者便益の向上
→利用者の増加につながる

■現況

■効果

■課題

主に道路上に設置することから、設置や維持管理については
道路管理者が行うことが適切
主に道路上に設置することから、設置や維持管理については
道路管理者が行うことが適切

＊弊社所有の上屋
＊各年度の末日での棟数を計上
＊老朽化などにより撤去する場合もある
＊H25（11棟）,H26（8棟）譲渡等あり

交通事業者単体での整備は困難
→設置費用が高額
→道路占用許可が必要（有効幅員など基準を満たす必要）
→道路改良や隣地からの要請で移設･撤去が発生

【単位:棟】
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１ バス待ち環境の改善

●横浜市栄区（上屋）

●横浜市港南区（ベンチ）

●道路管理者（上屋）

■弊社主体以外の整備例

「本郷石橋」停留所「本郷石橋」停留所

「高森」停留所「高森」停留所

事業者が設置、維持管理を行う
費用負担は自治体が１/２、自治
会が１/１０（負担上限あり）
自治会は日常清掃を行う

道路管理者が設置、維持管理を
行う
事業者が設置費の１/２を負担

(２)上屋・ベンチの設置

道路管理者が設置、維持管理を行う
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１ バス待ち環境の改善

(３)バスロケーションシステムの配信・接近情報案内板

■現況

■効果

『神奈中バスロケーション』

インターネット上でバスの接近情報や小田急線との
乗り継ぎ情報を掲載

各駅にバスロケーションシステムと連携した案内板
を設置

利用者がバスの待ち時間を短縮できる
スムーズな乗り換えが可能となる

「相模大野駅」「相模大野駅」 「相模原駅」「相模原駅」

今後、利用者の多い停留所や駅に随時筐
体の設置を進める

ただし、システム構築や施工費が高額であ
るため、国や自治体の補助が必須

今後、利用者の多い停留所や駅に随時筐
体の設置を進める

ただし、システム構築や施工費が高額であ
るため、国や自治体の補助が必須

バス運行情報案内表示機バス運行情報案内表示機

バスロケーションシステム（PC画面）バスロケーションシステム（PC画面）
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１ バス待ち環境の改善

※画像はイメージ

●筐体を吊り下げ方式で掲示する（一例）
→スマートフォン・携帯などで調べる手間がなくなる
→携帯操作が不慣れな高齢者なども利用しやすい
→利用しやすい環境を作り公共交通へ転換しやすくする

■多言語表記

●外国人向けサービスの提供（画像は英語）
→外国人にも利用しやすい環境を作る
→現在は２ヶ国語のみ 今後拡大を検討

■接近情報案内板を停留所に設置

(３)バスロケーションシステムの配信・接近情報案内板
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２ 基幹路線バス停留所の高度化・道の駅の乗り継ぎ拠点化

(１)慶応大学（神奈川県藤沢市）
藤沢市の計画に基づき、公共交通システムの支線として、藤沢市御所見地区南部にフィーダー路線を導入

（路線概略図）

■凡例
･･･幹線
･･･支線
･･･既存路線
･･･幹線道路

■フィーダー路線概要
【導入時期】
平成１７年３月
【系統】
３系統（慶応大学から左右で循環）
【運行便】
平日 ３１便
土休日 １５便
【車両数】
２両（小型ノンステップバス）
【停留所数】
２３ヵ所

●交通不便地域への対応

湘南台～慶応中高等部前を幹線とし、交
通不便地域であった地区にフィーダーバス
を導入



全長 ６．９９m

全高 ２．９７m
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２ 基幹路線バス停留所の高度化・道の駅の乗り継ぎ拠点化

(１)慶応大学（神奈川県藤沢市）

■フィーダー路線使用車両

●ふじみ号（小型ノンステップバス）

【製造】三菱社製
【定員】３２名（座席：１４名 立席：１７名 乗務員：１名）
【車両重量】７．７３ｔ
【最小回転半径】５．７ｍ

交通不便地域内の隘路区間は小型車であれば
通行が可能
ただし、人件費などの経費は通常バスと同程度

交通不便地域内の隘路区間は小型車であれば
通行が可能
ただし、人件費などの経費は通常バスと同程度

●基幹路線バス（参考）
ツインライナー（ノンステップ連節バス）

■車両概要
【導入時期】平成１７年３月
【製造】ドイツ ネオプラン社製
【規格】１７．９９ｍ（全長）×２．５０ｍ（全幅）×３．０７ｍ（全高）
【車両重量】２４．７１ｔ
【定員】１２９名（座席：４５名 立席：８３名 乗務員：１名）
【最小回転半径】１０．０ｍ

慢性的な乗り溢れ、駅前ロータリーの交
通渋滞などに対応するため、大量輸送を
目的に導入された公共交通システム
→導入により便数の減少、乗り溢れの減
少などに一定の効果

＊ふじみ号に設置した案内表示
板画像（当時）

全長 １７．９９m

全高 ３．０７m
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２ 基幹路線バス停留所の高度化・道の駅の乗り継ぎ拠点化

(２)田名バスターミナル（神奈川県相模原市）
相模原市が「バス交通基本計画｣に基づく公共交通結節点として平成２６年に整備したバスターミナル

■施設概要
【規模】
ターミナル部：約４，０００㎡
市道関連 ：約１，３００㎡
【整備内容】
バスバース ：乗車４ 降車１ 待機２ バスベイ１
タクシーバース：乗車１ 待機４
付属施設 ：トイレ併設待合所、連続式上屋、ベンチ

駐輪場（９０台）、一般車乗降場（２ヵ所） トイレ併設待合所
（案内表示板設置）

１番乗場ポール
（夜間電灯）案内図 田名バスターミナル鳥瞰図 ＊相模原市提供
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２ 基幹路線バス停留所の高度化・道の駅の乗り継ぎ拠点化

■乗継割引

■目的

バスターミナルで乗継する場合、６０分
以内に乗継を行い、交通系ICカードで支
払う利用者に割引

系統再編に伴い、乗継で実質運賃が割
高となる利用者に対応

（路線概略図）

バス待ち環境の設備（情報案内板など）や路線を
集約化するため、設備投資なども適切化できる。
→利用者にとっても路線を認識しやすくなる

バス待ち環境の設備（情報案内板など）や路線を
集約化するため、設備投資なども適切化できる。
→利用者にとっても路線を認識しやすくなる

北里大学まで直
通路線を延伸

大人 １００円 （深夜バス ２００円）

小児 ５０円 （深夜バス １００円）

大人障がい者 ５０円 （深夜バス １００円）

小児障がい者 ３０円 （深夜バス ５０円）

●乗継割引金額

＊点線は朝・夕
の一部を運行

(２)田名バスターミナル（神奈川県相模原市）

＊割引額が運賃額を超える場合、運賃額が割引額となる
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２ 基幹路線バス停留所の高度化・道の駅の乗り継ぎ拠点化

■路線の再編

■効果

周辺系統を同バスターミナルで
の発着に再編

再編後往復で１２便増便

利用者数が多い系統に増便な
ど最適化

●田名バスターミナル系統数比較

需要に見合った系統の再編を行うことで、
利用者の利便性向上につながる
需要に見合った系統の再編を行うことで、
利用者の利便性向上につながる

＊直通便については、朝・夕の一部の便を残し減便

(２)田名バスターミナル（神奈川県相模原市）

起点 経由地 終点 再編前 再編後 増減

往路 20 0 ▲ 20
復路 20 0 ▲ 20

往路 0 20 + 20
復路 0 20 + 20

往路 37 4 ▲ 33
復路 37 4 ▲ 33

往路 0 34 + 34

復路 0 33 + 33
往路 17 0 ▲ 17

復路 18 0 ▲ 18
往路 0 1 + 1

復路 0 1 + 1
往路 0 22 + 22

復路 0 23 + 23

往路 54 8 ▲ 46
復路 55 8 ▲ 47

往路 0 46 + 46
復路 0 46 + 46

往路 21 2 ▲ 19
復路 22 3 ▲ 19

往路 0 19 + 19
復路 0 19 + 19

往路 43 43 + 0

復路 45 45 + 0
往路 192 199 + 7

復路 197 202 + 5

水郷田名田名バスターミナル相模原駅南口相１７

淵野辺駅南口 上溝 水郷田名

淵野辺駅南口 上溝 田名バスターミナル

淵野辺駅南口 上溝・箕輪辻 半原

田０１ 田名バスターミナル 箕輪辻 半原

淵野辺駅南口 上溝・箕輪辻 愛川バスセンター

葛輪 田名バスターミナル

橋本駅南口 榎戸 望地キャンプ場入口

橋本駅南口 榎戸 田名バスターミナル

合　計

当０２

淵５３

橋５７

橋５９

淵５９

北里大学病院・北里大学 原当麻駅 望地キャンプ場入口

北里大学病院・北里大学 原当麻駅 田名バスターミナル

橋本駅南口 葛輪 水郷田名

橋本駅南口
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２ 基幹路線バス停留所の高度化・道の駅の乗り継ぎ拠点化

乗継拠点乗継拠点案内表示板

■乗継拠点の高度化
・各系統の明確化
・利用者数に応じた設備投資
・系統の再編による効率化
・乗継割引による運賃負担の公平化

サイクル＆バスライド
（田名バスターミナル）

上屋など待合設備

集約化

集約化

バスロケ

(３)乗継拠点の整備

⇒拠点整備はバス利用を促進
する可能性

乗継

乗継拠点は整備を進めるべきだが、交通事業者
では困難
乗継拠点は整備を進めるべきだが、交通事業者
では困難
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３ バス走行環境の改善

■専用レーンの設置

■目的

■効果

路線バスの定時性、速達性の向上

連節バスやPTPSなどの公共交通システムと併用する
ことで、道路混雑の解消、定時性、速達性が向上

町田駅周辺 ＊団子運行の様子

導入後

専用レーンだけでなく、公共交通システムと併用
することで、路線バスの道路空間占有率を低下さ
せ、道路空間の改善につながる

専用レーンだけでなく、公共交通システムと併用
することで、路線バスの道路空間占有率を低下さ
せ、道路空間の改善につながる

●町田駅の事例
・連節バス導入により運行便数が２３％削減（５３５便→４１０便）
・連節バス１両で運行すると、通常バス２両より道路空間占有率を６１．５%*削減
・CO2排出量を年間約２３ｔ削減
*４０km/hで走行した場合の空走距離及び制動距離の合算を車間距離とする
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４ まとめ

■今後の課題【拠点整備の推進】

拠点整備の推進

パーク&バスライド
サイクル&バスライド
パーク&バスライド
サイクル&バスライド

バスロケ・案内表示板の整備
→待合時間の短縮
⇒利便性の向上

乗継運賃の設定
⇒実質運賃の公平化

デマンド交通などの導入
⇒支線交通の充実

大量輸送システムの導入
→運行便数の減少に寄与
⇒渋滞緩和・環境負荷の軽減

■国などに対する要望事項
・拠点整備の推進
⇒県・市町村への働きかけの強化・補助の充実

・上屋設置
⇒基準上設置できない箇所など事業者だけでは難しい場所への対応

■交通事業者の協力
・輸送車両の調達
⇒連節・小型などニーズにあった車両の運行

・乗継運賃などの設定
⇒利用者負担の低減

・ICT環境の整備
⇒待合時間の短縮

＋

PTPSなどの交通システムの整備
⇒速達性・定時性の向上

上屋設備の推進
⇒利用しやすい環境づくり
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ご清聴ありがとうございました


